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目的　東日本大震災前後の病院の患者数の変化について，岩手県，宮城県と福島県の 3県で，沿岸
部と沿岸部以外の市町村別に，病院報告に基づいて検討した。

方法　平成20年10月～25年 2 月の病院報告を統計法33条による調査票情報の提供を受けて利用した。
東日本大震災から 2年間における，地域別の病院の 1日平均在院患者数， 1日平均外来患者数
の変化について，施設の廃止・休止，継続，開設・再開の状況別に分類して観察した。

結果　 3県の沿岸部の市町村において，震災 1年後の 1日平均在院患者数は，震災前と比較して岩
手県で3.1％，宮城県で8.4％，福島県で25.1％の減少であった。岩手県と宮城県の減少ではそ
の大部分が病院の廃止・休止であるのに対し，福島県では廃止・休止と継続病院での減少の両
方がみられた。震災 2年後の 1日平均在院患者数は大きな増加がみられなかった。 3県の沿岸
部以外の市町村では震災 1年後に横ばい傾向， 2年後に減少傾向がみられた。 3県沿岸部の市
町村において，震災 1年後の 1日平均外来患者数は，岩手県では4.2％，宮城県で1.0％，福島
県で19.3％の減少であった。岩手県と宮城県では廃止・休止による減少分が継続病院や開設・
再開病院での増加によって圧縮されていたが，福島県では，継続病院や開設・再開病院による
増加はほとんどなかった。震災 2年後の 1日平均外来患者数はさらに減少していた。一方， 3
県の沿岸部以外の市町村では震災 1年後に増加し，いずれの県においても継続病院での患者数
の増加が大きかったが，震災 2年後には減少していた。

結論　 3県の沿岸部において，震災前と比較して，震災 1年後は患者数が大きく減少し，それには
施設の廃止・休止と継続病院の患者数の変化が関連したことが示された。震災 2年後では， 1
年後と比べて大きな増加はみられなかった。

キーワード　病院報告，東日本大震災，病院，患者数，保健統計

Ⅰ　は　じ　め　に

　平成23年（2011年） 3月11日に発生した東日
本大震災による，医療施設の被害や大きな影響
が岩手県，宮城県と福島県の 3県において報告
されている1）-3）。医療施設調査を用いた震災後
7カ月までの検討により， 3県の沿岸部の市町
村では，震災直後に医療施設の廃止・休止が著

しく増加して医療供給に大きく影響したことが
示唆されている4）が，その後の変化は検討され
ていない。
　病院報告は医療法に基づき，全国の病院など
における患者の利用状況および病院の従事者の
状況の把握を目的とする調査である5）。患者数
の情報は，医療施設調査では 3年に 1回の静態
調査によって得られるのみであるが，病院報告
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を用いれば，病院のみではあるが東日本大震災
前後の毎月の患者数の変化を観察することがで
きる。
　本研究では，病院報告を用いて，岩手県，宮
城県と福島県の 3県における病院の患者数につ
いて，東日本大震災前と震災後 2年間の変化を
観察した。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　基礎資料
　基礎資料は，平成20年10月～25年 2 月の病院
報告の調査票情報とし，統計法33条による提供
（厚生労働省発統0929第 2 号，平成26年 9 月29
日）を受けて利用した5）。調査票情報として，
病院の所在地と整理番号，報告月の在院患者延
数と外来患者延数を用いた。各年月の調査票情
報を医療施設ごとに整理番号を用いて突合した。

（ 2）　解析方法
　東日本大震災前の平成20年10月（医療施設静
態調査の実施年月）～23年 2 月，および震災後
の平成23年 3 月～25年 2 月（震災 2年後）にお
いて，地域ごとに，各月の患者数を集計した。
岩手県，宮城県と福島県の 3県を平成23年10月
時点の市町村区分を用いて沿岸部の38市町村と
沿岸部以外の93市町村に区分し，仙台市は区別

とした6）。地域としては，上記の岩手県，宮城
県と福島県の沿岸部の市町村と沿岸部以外の市
町村，および 3県以外の都道府県とした。
　月別の在院患者延数，外来患者延数から月別
の日数の違いの影響を除くため，各月での日数
で除した 1日平均在院患者数と 1日平均外来患
者数を求め，その推移を地域別に観察した。平
成20年10月の値を 1として，各月の値は比を
とって示した。
　次に，震災前の平成23年 2 月を基準として，
1年後（平成24年 2 月）と 2年後（平成25年 2
月）の病院の 1日平均在院患者数と 1日平均外
来患者数の変化を求めた。その変化の内訳につ
いて，過去 1年間に廃止・休止した病院におけ
る患者数（病院の廃止・休止による減少分），
過去 1年間に開設・再開した病院における患者
数（開設・再開による増加分），継続した病院
の患者数の 1年間の変化（継続病院における変
化分）に分類した。

Ⅲ　結　　　果

　図 1に，岩手県，宮城県，福島県における震
災前と震災後 2年間の 1日平均在院患者数の推
移について，平成20年10月の値を 1として月別，
地域別に示した。震災前はいずれの地域でも 3
県以外の都道府県と同様の推移を示していた。
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図 1　岩手県，宮城県，福島県の沿岸部・沿岸部以外の市町村別，病院の 1日平均在院患者数の推移
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3 県の沿岸部の市町村では，震災後の平成23年
4 月に大きな低下がみられ，特に福島県では顕
著な低下であった。 3県とも平成24年 2 月まで
増加傾向が続いたが，震災前の水準より低くと
どまり，その後，平成25年 2 月までに特別な増
加傾向はみられなかった。沿岸部以外の市町村
については，宮城県は平成23年 2 月に 3県以外
の都道府県より高い水準となり，以降もそのま
ま推移した。一方，岩手県と福島県では，とく
に平成24年以降は 3県以外の都道府県と比べて
より低い水準で推移した。
　図 2に，岩手県，宮城県，福島県における震
災前と震災後 2年間の 1日平均外来患者数の推
移について，平成20年10月の値を 1として月別，
地域別に示した。福島県の沿岸部の市町村では，
震災直後に大きく低下し，その後 1年間ほど増
加傾向であったが，その後は震災前よりも低い
水準のまま横ばいであった。岩手県の沿岸部の
市町村では震災直後に低下し，以降 2年間低水
準のまま推移した。宮城県の沿岸部の市町村で
も震災前より低水準であったが，低下の程度は
小さかった。沿岸部以外の市町村では，震災後
に， 3県以外の都道府県と比べて宮城県ではよ
り高い水準，福島県は同程度の水準，岩手県で
は若干低めの水準で推移していた。
　表 1に，岩手県，宮城県，福島県における震
災後の病院の 1日平均在院患者数， 1日平均外

来患者数の変化，および廃止・休止，継続と開
設・再開の内訳について示した。沿岸部の市町
村における震災 1年後（平成24年 2 月）の 1日
平均在院患者数は，震災前（平成23年 2 月）の
患者数に対して岩手県で96人（震災前の患者数
に対する割合3.1％），宮城県で732人（同8.4％），
福島県で1,589人（同25.1％）の減少であった。
岩手県と宮城県ではその大部分が病院の廃止・
休止による減少であるのに対し，福島県では，
廃止・休止による減少（879人）に加えて継続
病院においても減少（710人）がみられた。震
災 2年後（平成25年 2 月）の 1日平均在院患者
数は，震災 1年後の患者数に対して岩手県で
110人（震災 1年後の患者数に対する割合3.7％）
減少，宮城県で118人（同1.5％）減少，福島県
で38人（同0.8％）の増加であり，いずれの県
でも在院患者数の大きな増加はみられなかった。
一方， 3県の沿岸部以外の市町村では震災 1年
後の 1日平均在院患者数の変化は震災前の患者
数に対して－0.7～1.9％であり，大きな減少は
みられなかった。震災 2年後は震災 1年後の患
者数に対して2.1～4.2％の減少であった。
　沿岸部の市町村における震災 1年後の 1日平
均外来患者数は，震災前の患者数に対して岩手
県で124人（4.2％），宮城県で86人（1.0％），
福島県で994人（19.3％）の減少であった。岩
手県と宮城県では廃止・休止による減少分が継
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続病院での患者数増加と開設・再開による増加
によって圧縮されていたが，福島県では，継続
病院や開設・再開による増加はほとんどなかっ
た。震災 2年後の 1日平均外来患者数は，震災
1年後の患者数に対して岩手県で126人（震災
1年後の患者数に対する割合4.5％），宮城県で
350人（同4.0％），福島県で28人（同0.7％）の
減少であった。一方， 3県の沿岸部以外の市町
村における 1日平均外来患者数の震災 1年後の
変化は震災前の患者数に対して3.3～7.4％の増
加であり，いずれの県においても継続病院での
患者数の増加が大きかった。震災 2年後の変化
は震災 1年後の患者数に対して2.6～4.4％の減
少であった。

Ⅳ　考　　　察

　病院報告データを用いて，東日本大震災前と
震災後 2年間の在院患者数および外来患者数の
変化について分析した。病院報告による病院ご
との毎月の患者数を用いることにより，月別の
検討や患者数の変化における廃止・休止，継続，
開設・再開の施設別の影響を評価できた。本研
究の対象は病院のみであり，診療所を含んでい
ないが，地域の病床のほとんどは病院にあるた
め，病院の在院患者数の推移が地域全体を反映
していると考えられる。
　病院報告においては，震災の発生した平成23

表 1　岩手県，宮城県，福島県における震災後の病院の施設数， 1日平均在院患者数， 1日平均外来患者数の変化，
および廃止・休止，継続と開設・再開の内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

岩手県 宮城県 福島県

3県以外の
都道府県沿岸部

の市町村
沿岸部
以外の
市町村

沿岸部
の市町村

沿岸部
以外の
市町村

沿岸部
の市町村

沿岸部
以外の
市町村

施設数
　平成23年 2 月 19 76 53 94 44 95 8 278
　平成24年 2 月 17 75 47 94 36 94 8 235
　　廃止・休止による減少 -3 -1 -8 -1 -8 -2 -121
　　開設・再開による増加 1 0 2 1 0 1 78
　平成25年 2 月 17 75 49 93 35 94 8 202
　　廃止・休止による減少 0 -1 0 -2 -1 -2 -134
　　開設・再開による増加 0 1 2 1 0 2 101
1 日平均在院患者数
　平成23年 2 月 3 116 11 754 8 700 12 558 6 329 15 939 1 278 870
　平成24年 2 月 3 021 11 666 7 968 12 802 4 740 15 900 1 275 148
　　前年 2月との差 -96 -88 -732 244 -1 589 -39 -3 722

（％）1） (-3.1) (-0.7) (-8.4) (1.9) (-25.1) (-0.2) (-0.3)
　　廃止・休止による減少 -149 -4 -1 191 -11 -879 -228 -10 597
　　継続病院における変化 32 -84 -78 221 -710 45 -2 860
　　開設・再開による増加 21 0 536 34 0 143 9 735
　平成25年 2 月 2 910 11 308 7 850 12 528 4 778 15 224 1 253 966
　　前年 2月との差 -110 -358 -118 -275 38 -676 -21 181

（％）1） (-3.7) (-3.1) (-1.5) (-2.1) (0.8) (-4.2) (-1.7)
　　廃止・休止による減少 0 -54 0 -32 -4 -238 -12 350
　　継続病院における変化 -110 -349 -322 -273 42 -793 -21 838
　　開設・再開による増加 0 45 204 31 0 356 13 007
1 日平均外来患者数
　平成23年 2 月 2 933 10 639 8 928 13 114 5 155 16 115 1 360 628
　平成24年 2 月 2 809 10 986 8 841 14 083 4 161 16 719 1 372 564
　　前年 2月との差 -124 347 -86 968 -994 604 11 936

（％）1） (-4.2) (3.3) (-1.0) (7.4) (-19.3) (3.7) (0.9)
　　廃止・休止による減少 -321 -60 -862 -81 -1 010 -108 -13 796
　　継続病院における変化 8 407 451 1 047 16 701 12 974
　　開設・再開による増加 189 0 325 3 0 12 12 757
　平成25年 2 月 2 683 10 504 8 491 13 687 4 134 16 280 1 355 906
　　前年 2月との差 -126 -482 -350 -396 -28 -439 -16 658

（％）1） (-4.5) (-4.4) (-4.0) (-2.8) (-0.7) (-2.6) (-1.2)
　　廃止・休止による減少 0 -265 0 -146 -48 -503 -15 497
　　継続病院における変化 -126 -489 -461 -338 20 -521 -15 311
　　開設・再開による増加 0 271 111 88 0 585 14 149
注　1）　前年 2月の患者数に対する割合（％）。
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年 3 月は，沿岸部の11施設で患者数の報告が十
分でなかったが， 4月以降の報告には問題は指
摘されていない5）。そのため，本検討で示した
平成23年 3 月の患者数は実際より少ない可能性
があるものの，それ以外には特に問題ないと考
えられる。
　 3県の沿岸部の市町村では，患者数は震災直
後に減少した。震災 1年後の患者数の変化につ
いて内訳をみると，岩手県と宮城県の沿岸部で
は，廃止・休止病院の影響で患者数が減少して
いるものの継続病院や開設・再開病院で患者数
の増加傾向がみられていた。一方，福島県の沿
岸部では廃止・休止病院の影響で患者数が減少
しただけでなく，継続病院の患者数も減少傾向
にあった。 3県の沿岸部以外の市町村では，入
院患者数には大きな変化がなかったが，外来患
者数は継続病院において増加がみられた。この
ように 3県の病院においては，震災後に施設の
廃止・休止によって患者数が減少したのみでな
く，継続病院においても患者数は大きく変化し
たことが示唆された。
　一方，震災 1年後の平成24年から平成25年 2
月までは，患者数はさらに減少しており，震災
後 2年を経過しても震災前より低い水準のまま
であった。沿岸部地域では，病院の施設や医療
スタッフが大きな被害をうけており，その復興
に時間を有することや，震災後の人口移動など
により被災地域で医療のニーズが減少している
ことなどが考えられる7）-11）。震災後 2年間の観
察であったが，病院の再開や開設には多大な時
間を要することから，今後も観察を継続する必
要があろう。
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